
奈
良
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号

大
和
都
市
計
画
道
路
を
変
更
す
る
た
め
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

変
更
に
係
る
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称
並
び
に
都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

種
類
及
び
名
称

土
地
の
区
域

大
和
都
市
計
画
道
路
三
・
五
・
五
〇
〇
号

桜
井
市
大
字
粟
殿
、
大
字
金
屋
、
大
字
三
輪
、
大

兜
塚
山
之
辺
線

字
茅
原
、
大
字
箸
中
及
び
大
字
巻
野
内

大
和
都
市
計
画
道
路
三
・
五
・
五
〇
四
号

桜
井
市
大
字
桜
井
、
大
字
外
山
及
び
大
字
慈
恩
寺

北
口
宇
陀
ヶ

線

大
和
都
市
計
画
道
路
三
・
五
・
五
〇
七
号

桜
井
市
大
字
谷
、
大
字
阿
部
、
安
倍
木
材
団
地
一

磐
余
線

丁
目
、
安
倍
木
材
団
地
二
丁
目
及
び
大
字
吉
備

大
和
都
市
計
画
道
路
三
・
五
・
五
〇
九
号

桜
井
市
大
字
池
之
内
、
大
字
橋
本
、
大
字
吉
備
、

橋
本
三
輪
駅
線

大
字
大
福
、
大
字
東
新
堂
、
大
字
新
屋
敷
及
び
大

字
三
輪
並
び
に
橿
原
市
東
池
尻
町

二

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
局
地
域
デ
ザ
イ
ン
推
進
課
都
市
計
画
室
及
び
桜

井
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

三

縦
覧
期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

四

意
見
書
の
提
出
要
領

こ
の
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
案
に
つ
い
て
の
意
見
の



要
旨
及
び
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
記
載
し
、
住
所
及
び
氏
名
を
併
記
し
た
文
書
一
通
を
知
事
宛
て
と

し
、
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
局
地
域
デ
ザ
イ
ン
推
進
課
都
市
計
画
室
に
平

成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。
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